
c 

 

 

 

社会情報デザイン学科は、社会の動向を把握する力、マネジメント知識、情報技術を応用できる能力を備え、身近なフィ

ールドから課題を発見し、その課題解決に向けて実践的な発想力、企画力を発揮し、デザイン思考を適用しながら具体的な

プロジェクトを遂行する人材を育成することを教育研究上の目的とする。 

 

 

 

社会情報デザイン学科では、教育研究上の目的を達成するために、次の学生像を人材育成の方針とする。 

１．Society5.0で示される新たな人・モノ・カネ・サービス・情報の流れに対応できる 

２．社会的事象の調査分析能力、情報リテラシー、マネジメント力を備える 

３．実践的な活動を通して社会に積極的に参画し、課題の解決とともに新たな社会のデザインに参画できる 

 

そのうえで、次の資質および能力を有している者に「学士（社会学）」の学位を授与する。 

 

①知識・技能 

１．社会学の手法を使って社会の動向を把握できる 

２．情報技術を応用し、データ分析や必要な情報処理ができる 

３．マネジメントに関する基礎的な知識を身に付けている 

４．個人と社会が必要とするモノやサービスについて理解できる 

 

②思考力・判断力・表現力 

１．新たな社会の構想とその実現に向けた課題解決にデザイン思考を用いることができる 

２．課題解決に向けた実践的で具体的なプロジェクトを企画することができる 

３．アイデアや計画を、多様な表現方法（文章、図式、映像等）などを使ってまとめ、他者に伝えることができる 

 

③主体性・多様性・協働性 

１．身近なフィールドから課題を発見し、その解決に向けて実践的な発想、企画ができる 

２．個人と社会が必要としているモノやサービスについて、柔軟な発想で提案し、創造することができる 

３．他者と協働しながら、プロジェクトを実行することができる 

 

 

 

 

社会情報デザイン学科では、社会学を中核に社会科学と情報技術を含めた学際的アプローチを教育研究の基盤とし、さら

に Society5.0で示された新たな社会のあり方に対応し、社会に積極的に参画して課題の解決とともに新たな社会のデザイン

に参画する能力を備えた人材の育成を目指す。 

 

そのための教育課程の編成方針は以下のとおりである。 

 

 

◆学部基礎科目 

１．社会を広く捉える基礎として、社会科学、情報科学、人文科学の代表的な業績を学習させる 

社会情報デザイン学部 社会情報デザイン学科 

 
教育研究上の目的 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） 



２．マネジメントの基礎知識と社会情報リテラシーを身につけさせる 

３．社会学の基礎的な概念を身につけさせる 

４．社会学の基礎的な調査法を身につけさせる 

５．社会に対する多面的、相対的な思考法を身につけさせる 

 

◆企画構想ラボ 

１．デザイン思考をはじめとする発想法を身につけさせる 

２．課題の発見・定義・提案に至る流れを理解し、実践的なプロジェクトの遂行能力を身につけさせる 

３．コミュニケーションと協働の力を身につけさせる 

４．視聴覚表現の基礎技術を身につけさせる 

５．視聴覚表現を用いたコミュニケーション力を身につけさせる 

６．視聴覚表現を用いた発想の展開方法を身につけさせる 

７．コミュニケーションの基礎としての言語表現の力を身につけさせる 

８．多様な背景の人々とのコミュニケーションに必要な異文化理解の力を身につけさせる 

９．総合的なプレゼンテーションの能力を身につけさせる 

 

◆社会実習科目群 

１．実社会の体験を通して現代社会を理解する力を身につけさせる 

２．実社会におけるコミュニケーションと協働の力を身につけさせる 

 

◆領域科目群 

１．現代社会を対象化・相対化して理解・解明する力を身につけさせる 

２．現代社会を解明するための調査力を身につけさせる 

３．マネジメントの基礎を理解させる 

４．社会の課題をマネジメントする力を身につけさせる 

５．現代社会を理解するために情報を活用する力を身につけさせる 

６．社会の課題解決に必要な情報技術を身につけさせる 

 

◆演習・卒業研究 

１．専門のテーマに基づき課題を発見、定義、解決する力、創造的に提案する力を身につけさせる 

２．他者との協働作業において適切な役割を見いだし、実行する力を身につけさせる 

 

 

 

 

社会情報デザイン学科では、教育研究上の目的と教育内容を踏まえたうえで、次のような学生を求める 

１．社会に関心を持ち、深く理解しようとする人 

２．情報社会に続く新たな社会に積極的に参画する意思がある人 

 

また、入学後の学修の基盤として、次の知識や能力が求められる。 

 

①知識・技能 

１．現代社会に対する関心と基本的な知識 

２．情報を正確に理解・読解する力 

３．課題を追求する力 

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 



  

 ②思考力・判断力・表現力 

１．論理的に思考する力 

２．文章表現力と対話能力 

３．課題解決能力 

 

 ③主体性・多様性・協働性 

１．チームにおいて主体性をもって行動する力 

２．チームにおいて他者を理解し他者と協働する力 

３．多様な価値観に対する柔軟な姿勢 

 

  


